
1 乳 牛に対する流通粗飼料の給与について

背景 と特徴

粗飼料供給基地設置の進展に伴い、ヘイウエハー、キュ:Tブ等の量産流通が考えられる。

この場合の飼養問題として、先ず第一に泌乳牛に対する給与適量、牛体生理えの影響等につ

いて試験 した結果次のような結果を得た。

2  技 術内容

1)必乳と乳質面から観た給与通量は、体重650 程々度の年で次のとおりである。

1日 1頭 当 国 形飼料、イネ科主体

固形飼料名

ヘイキュープ

ヘイウジー

給与適量と組合せ

ヤユTイ10″十牧享サイレーシ2047

ヘイウエハー 15々牛 給与! || |

2)給 与適量を長期給与しても、牛年生理えの悪影響はな峰。       i″
 ;

3)嗜 好性はウエハT、 キ=Tブ とも良いが、両者間ではク=ハTが やや低い。
'ま
た、成形の良いものが好んで喰われる。        ‐  十     ・ 1

4)ウ エハーでは単味給与でも乳脂率の低下は見られない。  一

キェープの単未では低下する傾向がある。

3  指 導上の留意点

1) こ の試験で用いたヘイキュープは岩手苦試で調製 したオ千チヤ
~ド 主体混活牧車の2番

草を成形したもので輸入したヘイキュープではない。ヘイウエハーは滝沢公社牧場で調製

した混港牧車の2番草を成形したもので県内の他のヘイキュ
ーパー施設のものとほほ同品

質と考えられる。

2) ウ エハーの春分量は 「成形乾草の栄泰特性」飼科機械部本年度参考事項を参考のこと

3)現 在の飼料価格 (乳配-70円 、ウエハーー50円、乾車-60円 、サイレージ(自給 )

と 6円 )で経済性を検討すると慣行区 100に対し中給区少給区 108、多給区 104となり、

自給のサイレージを多く給与する方が有利で不足をウエハー6A7～ 7町程度給与するのが

良いように思われる。TDNl枠 当りの価格サイレージ47円、ウエハー 101円、乳配 103

円、乾革 131円となり、サイレージが安い。
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4  試 験成績の概要      !

1)試 験課題名 乳 牛に対する流通粗飼料の給与試験

2)試 験年次および場所 49～ 50年、岩手畜試

3)‐試験方法        i

。 給 上道量把握 :供試牛 8頭

4× 4ラ テン方格法

離~―一、至F
ヘイキ ュープ (ヘ イウ エハー )

牧 草 サ イ レ ー ジ

長期給与 ヘ イキューブ、ヘイウエハーの中給区と慣行区で平行比較法による生理的影

響をみた、期間は冬期飼養全期 (165日 間 )

試験結果′

ヘイキュ■プの給与適量把握試験の乳量では多給区、中給区、少給区、
llk行区の順でヽ

乳月旨率は慣行区、中給区、少給区、多給区となりFcM乳 岳では中給区 12.母Ar7、多給区

12.8A7、 少給区 11,9A7、 慣行区 11,0々 となり、乾物 (粗飼料 )採食畳は多給区 13.5

A7、中給区 13。1を 、少給区 12.2A7、 慣行区!9.3々でヘイキユ
ープの採食率は少給区で

わずかに残飼があったものを除と100%で あった。

一
配
一
乳御厚

4 )

(1)

(2)ヘ イウエハーの給与では乳量は多、中、少、慣の膜で乳脂率は歩t'積f多 ゃ革|あllFとた

口も立乳量では多給区 16.3竹 t・中給区 15。6を 、少給区15:5A27、慣行区 14.7協 、乾

物採会量は多給区 11.6枠
'、
少給区 10.8A77、中給区 10.5A7、慣行区 7.8々、採食率は

ヘイキュニブより悪く、多給 89:1%、 中給85p%|、 少給97.5%で あった。|

(3)長期給与では慣行区に比較し生理的慰影響は認められなかった。      !

―と118T

乾



5)主 要成果の具体的データー

表-1 ベ イキュープ給与試験

乳 量

乳月旨率

乳脂量

体 重

乾物 (粗飼料 )採食量A7 13.5± 0

100

多 給  区 1 中 給  区 少 給  区

14.0± 2.34 13.5 ± 2.82 12.6± 1.98

± 0.58 3.67± 0.73

01493± 0.11 03454 ±  0.09

652± 41.1

々
」
％

13.1、±0,7と 1121メ±0.57

1 29.8± 2.55 1

3.47± 0.51

0と419± 0.11
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表-3 長 期給与試験

瑛 各 区 3頭分合計量         ｀  ″

表T4 長 期給与 血 清ルゴール反応 ・尿タトン体

6),残 された問題点

S 参 考資料  昭 和 51年 度 試験概残成績書 岩 手畜試

=20-

キュープ区 ウエハー区 慣 行 区

乳 畳         A7慈 6,342.l チ7,644。1 o,315.1

乳脂率 、  ・    % 3.65 3.48 3.65

乳脂量 A7ま 231.5 266.o ?30.5 ′

FcM乳 量  ・ 々逆 6,009。 3 7,047.6 5,983.5

増体重        A7 62.3 86.2 .  21.6‐ i,

乾物 (粗飼料 )採食量 脅 滋 7,20192 6,39114 5,そ々3どel l

尿素窒素      竹 /曖 17.0± 2.45 12.2± 2.53 13,9± 3.o9■

TP        74/望 7。3 ± 0。21 713± 0.32 7.5± 0.36

H t % 34± 1,72 30 こと 1.09 31± 0.87

乾物 (全飼料 )採食量 ″X 9,371.3 8,781.6 ィ,590.0

DさP摂 取量     A7革 758,350 740,895 5049099

TDN ″       浄 革 6,008.681 5,949.980 5,119.522

1  血 育ル
ゴ ー ル 民 t応 尿 ケ ト ン 体

抗 1料 1笠≧ ウエイヽャ区 慣 .行 区 キュニブ区 ウエハ‐区 横 行 区

縮1縄1鋼讐群
69 24 55 56 12 36 、68 33 69 24 55 58

十

lL26_世 廿 キ 十 十 キヽ

12.111+ 士 廿 十 十 十 i

― 廿 + 十 廿 土 + 士

51. 十 十 十 十 廿 ±

2.18十一 十 + 十 +

'3.161T
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